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・他者の意見に耳を傾け、自分の意見をしっかりと相
手に伝えることができる。
・主体的に課題の解決に取り組み、他者と協力・議論
することで、よりよい解を発見することができる。
・授業時の自分の取り組みについて振り返り、次時に
つなげることができる。

これらシラバスの【目的】や【目標】に応じて、授業
内容は変化する。例えば記述力を掲げるならば、記述課
題を設定する必要があるし、表現力を掲げるならば、プ
レゼンを繰り返し実施する授業が想定される。授業でど
のような力を身につけてほしいのか、というメッセージ
を基に授業構成、学習教材が定まっていく。
表１  は【目的】や【目標】にある各コンピテンシー

と、それぞれの到達度を表したルーブリックである（本
校の建学の精神や校訓から抽出したフィロソフィーを基
に、中央大学のルーブリックを参考に作成）。「歴史総合」
の授業を通して生徒にどのような力を身につけてほしい
のかという前提があれば、複数の担当者で授業を担当す
ることがあっても授業内容はぶれない。そのため、生徒
は意識して各コンピテンシーの獲得に挑戦できる。また、
生徒は学期ごとに到達度を自己評価し、みずからの成長
につなげることも可能になる。
 2-2  授業で扱う単元

昨年度は、すべてのクラスで同一のスライドやワーク
シートを利用し、資料の読み取りやグループワーク、発
表を重視して授業を進めていった。すべての単元を授業
に落とし込もうとすると、ルーブリックに記載したコン
ピテンシーの習得が難しくなる可能性もあったため、い
くつかの単元をピックアップして、1 年間で 26 枚ほど
のワークシートを使用した。

今年度は、探究科目、そしてその先の大学入試への接
続を重視し、『歴史総合ノート』を軸に、コミュニケー
ション力のみならず、知識の習得をも追求している。『歴

１ はじめに

新科目「歴史総合」が始まって２年目を迎えた。１年
を経て、授業の方向性が定まりつつも、試行錯誤が依然
として続いているのではないだろうか。何よりも、先生方
の抱える悩みを多方面で聞く。教科書の内容をすべて終
わらせることができない、専門外の単元になると授業展
開が難しくなる…などなど。私自身、日本史を中心に教
えてきたので、専門ではない分野を教えることは難しい。
しかしながら、資料集『明解 歴史総合図説 シンフォニア』

（以下、『シンフォニア』）や『明解 歴史総合ノート』（以下、
『歴史総合ノート』）などの教材、デジタル教材が豊富な「指
導書 Web サポート」を活用していくことで、私の抱える
悩みは減っていった。そして、扱うコンテンツが多様になっ
たことで、授業はより充実したものになっていった。以上
の教材等を活用した授業実践を紹介することで、少しで
も先生方の参考になれば、これに勝る喜びはない。

２ 授業の前提を生徒と共有する
 2-1  授業の目的と目標

初回の授業で生徒と「歴史総合」のシラバスの内容を
共有した。以下はシラバスの一部を抜粋したものである。

【目的】
・情報（知識）活用力や思考力、分析力、表現力を身
につける。
・授業時の課題に取り組む過程で、他者と意見を交
わしながらよりよい解を生み出していくことで、コ
ミュニケーション力を身につける。

【目標】
・教科書、資料集、Chromebookを駆使して、知識を
獲得し、情報収集を行うことができる。
・課題を分析、思考し、粘り強く取り組み、解決する
ことができる。
・与えられた文章を読解し、それに関する問いに対し
て記述することができる。

『明解 歴史総合図説 シンフォニア』を活用した
授業実践について
京華中学・高等学校 西村 博樹（にしむら・ひろき）

授業研究歴史

－使用教材－
『明解 歴史総合図説
 シンフォニア』
『明解 歴史総合』
『明解 歴史総合ノート』
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図１  2023 年度に取り上げる 27 単元

表１  「歴史総合」で用いているルーブリック

史総合ノート』からは、 図１  の 27 の
単元をピックアップした。
図１  の通り、史・資料の読み取り方

を初めに扱い、その後、市民革命や産業
革命、国民国家や帝国主義政策が現在に
どのような課題を残しているのか考察
し、開国により世界市場に組み込まれた
日本、そして列強の帝国主義政策の中で
行われた日本の急激な近代化、大衆を動
員した第一次世界大戦、強制的または自
主的な形式をとりながら多くの人々が動
員された第二次世界大戦、大衆に浸透す
るグローバル化の功罪について扱う。最
終的にはレポートや小論文を自身が興味
を持ったテーマを基に書き上げるという
流れである。

３ 授業を組み立てる

 3-1  授業の進め方
『歴史総合ノート』の空欄を『明解 歴

史総合』（以下、教科書）や『シンフォ
ニア』、検索用に Chromebook を利用
しながら埋めていく（次頁 図２   ）。そ
の後、生徒に解答を促しながら、流れや
事象の因果関係を解説していく。その際、
教科書巻末の「歴史総合 頻出用語解説」
を利用して、例えば「批准」という言葉
はどのような意味か、「自由貿易」とは
何か、その意味を確認しながら解説を進

めている。「チャレンジ」や「説明」は論述演習の箇所
でもあり、ペアワークでお互いに解答を共有した後に、
発表をしてもらうことがある。また、『歴史総合ノート』
の「ノート欄」に問いを記入してもらい、解答を考えて
もらっている。
「列強の中国進出と日露戦争」の単元では、「なぜ日本

はロシアに勝利することができたのか？」という発問を
し、それについて調べ、グループで共有し、発表すると
ころから授業を始めた。そしてもう一つ、「もしも日本
がロシアに敗北していたら、その後、日本はどのように
なっていただろうか」という問いを単元の最後に設定す
ることで、学びを深めていった。すべての単元ではない
が、「NHK 高校講座 歴史総合」を視聴するときもある。
『歴史総合ノート』は、単元ごとに回収して A ～ C

ルーブリック 定義 ５ ３ １

知識・技能
近現代の歴史を十分に理解している。資
料の活用の技能を十分に獲得している。

近現代の歴史をおおむね理解してい
る。資料の活用の技能をおおむね獲
得している。

近現代の歴史の理解に努力
を要する。資料の活用の技
能獲得に努力を要する。

 組織的行動力

主体性

物事に対して自分の
意志・判断で責任を
持って行動する。

多様性（文化・習慣・価値観等）を有す
る集団の中でも臆することなく物事に対
して自分の意志・判断で責任を持って行
動し、その行動に工夫・独自性が見える。

物事に対して自分の意志・判断で責
任を持って行動している。

誰かに指示されたことのみ
行っている。

協働性

共通の目標を達成す
るためにお互いの考
えを尊重し、信頼関
係を築くような行動
をとる。

多様性（文化・習慣・価値観等）を有す
る集団の中でも臆することなく、工夫を
しながら積極的に作業、行動し、共通の
目標を達成するためにお互いを尊重し、
信頼関係を構築・維持できる。

チームでの作業、行動をするとき、
共通の目標を達成するため自分から
行動し、さらにお互いの考えを尊重し、
信頼関係を築くような行動をとる。

チームで作業できるが、目
標を達成するために自分か
らは行動しない。

 コミュニケーション力

傾聴力
他 人 の 意 見 を 聞 き、
正しく理解し、尊重
する。

自分と異なる意見にも冷静に耳を傾けて、
言葉上の意味だけでなく相手の真意も理
解し尊重することができる。

自分と異なる意見にも冷静に耳を傾
けて、言葉上の意味だけでなく相手
の真意も理解しようと意識できる。

相手の意見を聞くことはでき
るが、言葉上の意味を十分理
解することができていない。

読解力

記述された内容を正
しく理解する。

記述された内容を十分理解したうえで、自分
の知識、経験に照らし合わせて考え、その内
容をより発展させ自分の問題として考えること
ができる。

記述された内容を十分理解したうえ
で、自分の知識、経験に照らし合わ
せて考えようとする。

語彙力不足のため、記述さ
れた内容がある程度しか理
解できない。

記述力

正しい文章で他人が
理解できるように記
述する。

正しい文章で、背景の多様性（文化・習慣・
価値観等）に起因して異なる意見を持つ
他者でも十分理解できる記述となるよう
秀でた工夫をしている。

正しい文章で、自分の真意が相手に
十分伝わるように記述することがで
きる。

稚拙な文章であるが、深刻
な誤りはない。

発信力

どのような場でも臆す
ることなく自分の考え
を発信でき、他者の共
感を引き出せる。

多様な人々へ、熱意とストーリーを持っ
て腑に落ちる形で 説得力ある発信を行
い、共感を得ることができる。

ICT を活用したり、データや事例を
紹介しながら、自分の意見や考えを
相手に伝えることができる。

自分の意見や考えを、集団
の前で話すことができる。

表現力

説得性を持つ言葉と
話術で、聴き手に表
現する。

言葉と話術（姿勢・ジェスチャー・アイ
コンタクト・声の表現）に説得力があり、
プレゼンテーションの効果を増している。
聴衆の感動を得ている。

言葉と話術（姿勢・ジェスチャー・
アイコンタクト・声の表現）に説得
力があり、プレゼンテーションの効
果をおおよそ支えている。

言 葉 と 話 術（ 姿 勢・ ジ ェ ス
チャー・アイコンタクト・声の
表現）が平凡であり、プレゼン
テーションの効果は最小限しか
得ていない。

議論力

議論の目標を設定し、
それに合わせて議論
を展開する。

議論の目標を設定し、それに合わせて、
背景の多様性（文化・習慣・価値観等）
に起因して異なる意見を持つ相手とも論
理的に議論を展開し相互理解を得ている。

議論の目標を設定し、それに合わせ
て、自分と異なる意見を持つ相手と
も論理的に議論を展開している。

議論の目標を設定し、それ
に合わせて議論を展開しよ
うとしているが論理的では
ない。

 課題解決力

課題発見力

現状と目標（あるべ
き姿）を把握し、そ
の間にあるギャップ
の中から、解決すべ
き課題を見つけ出す。

絶えず変化し多様性を増す環境の中で現
状と目標を把握し、その間にあるギャッ
プの中から、随時解決すべき課題を見つ
け出し、優先順位付けができている。

与えられた課題だけでなく、現状と
目標を把握し、そのギャップを理解
し、その中から解決すべき問題点を
見つけ出せる。

与えられた課題を正しく理
解できている。

課題分析力

課題の因果関係を理
解し、真の原因（本質）
を見いだす。

絶えず変化し多様性を増す環境の中で課
題の因果関係を理解し、かつ、本質を見
いだしたうえで、解決の方向性を随時認
識している。

課題の因果関係を理解し、本質を見
いだしている。

課題の因果関係や、本質を
理解しようとしている。

課題思考力

複雑な事象の本質を
整 理 し、 構 造 化（ 誰
が見ても分かりやす
く）できる。論理的
に自分の意見や手順
を構築・展開できる。

絶えず変化し多様性を増す環境の中でより
複雑な事象を整理し、随時構造化できる。
また事象を多面的にとらえ、意見や手順を
論理的に展開し、相手を納得させることが
できる。

複雑な事象を整理し、構造化できる。
自分の意見や手順を論理的に展開で
きる。

複雑な事象を整理し、構造
化しようと努力している。

継続力

困 難 な 状 況 に 対 し、
柔 軟 な 対 処 が で き、
ポジティブな行動を
継続する。

絶えず変化し多様性を増す環境の中でも新
しい目標を求めており、自分で設定してそれ
を達成しようと努力する。失敗しても効果
的な改善を行い、諦めず繰り返し挑戦する。

ふだんから新しい目標を求めてお
り、自分で設定してそれを達成しよ
うと努力する。そのための道筋を立
て、改善のための工夫を怠らない。

目標が与えられるとそれを
達成しようと努力するが、
途中で諦めてしまう。

検証力

計画して実行した結
果 を 正 し く 評 価 し、
計画の見直しや次期
計画への反映を行う。

絶えず変化し多様性を増す環境の中で結
果を正しく多面的に評価し、計画の見直
しや次期計画への反映を随時行っている。

結果を正しく評価し、計画の見直し
や次期計画への反映を行っている。

結果を一通り検証している
が不十分である。

１章 歴史と私たち
２章 歴史の特質と資料

イギリスの革命とアメリカの独立
フランス革命～ヨーロッパ近代の
幕開け
フランス革命の影響と国民意識の
芽生え
産業革命で変わる社会
イギリスの繁栄と国際分業体制
ヨーロッパの日本接近と
アヘン戦争
黒船の来航と日本の対応
新体制の模索と江戸幕府の滅亡
日本と清の近代化と日清戦争
列強の中国進出と日露戦争

１部

２部

総力戦となった第一次世界大戦
世界恐慌が与えた影響
ファシズムの台頭と拡大
政党政治の断絶と満洲事変
日中戦争の始まり
第二次世界大戦の展開
戦局の悪化と被害の拡大
第二次世界大戦の終結とその惨禍
戦後の新たな国際秩序
冷戦の始まり
日本撤退後の東アジア
日本の改革と独立の回復

アメリカ・ソ連の緊張と緩和
冷戦下における日本の復興
技能を磨く⑤ レポートや小論文の書き方

３部

４部
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の評価をし、生徒にフィードバックする。「ノート欄」
に設定した問いに対しての取り組み、板書や口頭解説の
ノートテイクの度合い、空欄をしっかり埋められている
か等を確認して評価をしていく。A の上位である A ＋や
S の評価もたまに現れるが、それも生徒の励みとなり、
授業への取り組みが一層前向きになる。日頃の取り組み
に対してフィードバックをすると、授業への集中度が高
まることを実感している。解答は定期考査前に配布する
ので、それを見て生徒は自身の解答を再確認していく。
 3-2  資料集『シンフォニア』をどう活用するか
『シンフォニア』を授業のあらゆる場面で活用するこ

とで、生徒の興味・関心を高めていくことができる。p.92
のMORE「ペリーが開国を要求した理由」は、黒船が

なぜ日本に来航したのか？という導入時の発問に
十分応えるものであるし、アメリカの産業革命を
理解することができるコラムである。p.94 にあ
る「ヒストリーツアーズ」で、決行された「攘夷」
と、長州下関砲台の写真を読み取らせ、攘夷がた
やすいことではないことを悟った長州藩の、まさ
にターニングポイントを理解させるところから授
業を始めることもできる。

また、大学入試では、史・資料の読み取りが要
求されている。教科書や『シンフォニア』（今年
度から別冊の史料集が加わり、授業における利用
頻度が増えた）に記載されている史・資料を基に、
補足のワークシート（ 資料１  ）も使いながら、
授業を展開している。補足のワークシートでは『シ
ンフォニア』や教科書に掲載されていない部分の
史料を紹介するようにしている。そうすることで、
より一層史料の内容に迫ることができる。さまざ
まな史・資料をより多く提示し その読み取りを
していくことで、課題発見力を身につけることが
できると考えている。より多くの問いを提示する
一方で、複数の史・資料を基に生徒自身に問いを
立ててもらうことが、探究科目へと接続していく
にあたり、重要である。
 3-3  定期考査の役割

授業のみならず、定期考査も【目的】や【目標】
達成のための機会ととらえている。記述力を身に
つけることを目標にしているので（担当クラスには
国公立大学を目指すクラスも含まれる）、１学期の
中間試験では事前に課題を課し、問いに関して思
考を重ねたうえで、その成果を論述してもらった。

中間試験の論述問題は、近代国家が成立して以降、あ
らゆる排除や差別を構造的に抱えているという文章（今
村仁司『近代性の構造 「企て」から「試み」へ』）を読み、
「人間は、政治的・民族的アイデンティティを維持しつつ、

さまざまな差別を越えることができるだろうか」という
問いに答えるものだった。

また、授業中に「ChatGPT」を利用して、得られた
問いの解答を生徒と共有、そして批判することで、生徒
自身がより深く考察し、主体的にこの問いに取り組む環
境を醸成した（ 資料２  ）。

さて、生徒の解答の中には、教育にフォーカスしてそ
の重要性について述べたものや、国境を取り払い世界を
統合する組織を創ることで、政治的・民族的な差別はな

資料１  補足のワークシート（筆者作成、一部抜粋）

図２  『明解 歴史総合ノート』活用例

                            

  

 

チェ は太字かつ重要だと考 ーワー にチェ  
 

■課題 

（１）資料集 P138上【ヒストリーツアーズ】チェック１～３を解いてみよう。（４分） 
（２）日本の軍事行動はどのような条約に違反していたか、教科書本文から書き出そう。（３分） 

 
 

（３）教科書 P127上の図１の新聞記事では、 
①満洲とその権益をどのようなものだと見なしているだろうか。（３分） 

 
 
①－２ 次の史料はリットン報告書（「国際連盟日支紛争調査委員会報告書」Report of the Commission of 
Enquiry into the Sino-Japanese Dispute）の訳文の一部です。満洲における日本の権益についてどのように報
告がなされているか、まとめなさい。（９分） 

第２章 満洲 
…ソ連政府および第三インターナショナルは、現行条約を基礎として対支関係を維持しようとする帝国主義諸国に強く反対する政策を採
用、シナの主権回収闘争においてシナを援助することもありうるとした。こうした形勢の発展は、かつて日本が隣邦ロシアに対して懐い
た懸念や疑惑を復活させることになった。たしかに、かつて日本と戦争したロシアは戦後数年の間、友邦および同盟国となった。しかし
いまやその関係は変化し、ソ連軍が北満国境を越えて攻め込んでくる危険性はふたたび日本の関心事となった。満洲北部における共産主
義者の教義と、満洲南部における国民党の排日宣伝とが手を組むことを想像し、日本はますます、日ソ両国の中間に共産主義や排日宣伝
に染まらない満洲を介在させようという考えに傾いていった。日本の疑念は、ソ連が外モンゴルに獲得した優勢な勢力、シナにおける共
産主義の伸張によって最近の数年間いっそう増大した。… 
第９章 解決の原則および条件 
…すなわち問題は極度に複雑だから、いっさいの事実とその歴史的背景について十分な知識をもったものだけがこの問題に関して決定的
な意見を表明する資格があるというべきだ。この紛争は、一国が国際連盟規約の提供する調停の機会をあらかじめ十分に利用し尽くさず
に、他の一国に宣戦を布告したといった性質の事件ではない。また一国の国境が隣接国の武装軍隊によって侵略されたといったような簡
単な事件でもない。なぜなら満洲においては、世界の他の地域に類例を見ないような多くの特殊事情があるからだ。… 
…右の地域に関しては日支双方とも種々の権益を有することを主張し、しかもそれらの権益はその一部だけしか国際法によって定義され
ていない。右の地域は法律的には完全にシナの一部分であるが、その地方政権は本紛争の根底をなす事項に関して日本と直接交渉を行う
広範な自治的性質をもっている。… 
…単なる原状回復が問題の解決にならないことは、われわれが述べたところからも明らかだろう。本紛争が去る九月以前における状態か
ら発生したことを思えば、その状態を回復することは紛糾を繰り返す結果になるだろう。そのようなことは全問題を単に理論的に取り扱
うだけで、現実の状勢を無視するものだ。… 
 満足な解決の条件  … 

四 満洲における日本の利益の承認 
 満洲における日本の権益は無視することのできない事実であるから、いかなる解決法もそのことを承認し、日本と満洲の歴史的関係を
考慮に入れないものは満足なものとはいえない。… 

渡部昇一『全文リットン報告書［新装版］』（ビジネス社、2014 年） 
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①あなた 少数派の立場 時 のように て自 の主張を多数派に理解  

 

 

 

 

あ 多数派の立場の 少数派の人の意見に対して のよう 姿  

 

 

 

   

）（ の内容について 周り  

 

 

 

 

 

 

 

ＥＭＯ 

 

連盟に加盟 てい いアメ ぜ国際連盟派遣 リ ン調 団に入  

→ケロッグ ブリアン協定 国 を武力で解決しないと し 初の 協

 

 

0 産 業 農 は . 農

を る法 をつ らず な中「農 漁 の 弊の救済 も重要な政策

社会 変革してくれる主体と て陸軍に期待せ を い国民の目 は、確  



｜ 19ChiReKo  2023 年度２学期号

くなるのではないか、という意見もあった（ 資料３  ）。
授業では、全体にフィードバックを行い、国境を取り払っ
たときに起こるメリットとデメリット、その実現可能性
について生徒に考えてもらった。
 3-4  コミュニケーションスキルをどのように高めていくか

なお、シラバスではコミュニケーション力を身につける
とうたっているが、毎時間グループワークの時間をとる
ことは難しい。グループワークについては、総合的な探
究の時間、あるいは他科目におけるグループコミュニケー
ションの時間と一体に考えていかなければならない。も
しも生徒が今まで十分にグループワークに取り組んでき
ていなければ、急にテーブルを囲んでディスカッション
をするのは難しい。授業全体・学校全体でコンピテンシー
を共有し、各授業でグループワークの時間を作っていく
ことが必要であろう。当授業では総合的な探究の授業で
設定したグランドルール（個別に意見を発表するときは、
他人の意見を否定しないなど）を再度共有してから話し
合いに入った。また、話し合いとは何かを理解したうえ
でグループワークに入るようにしている（下記４点）。

１．話し合いとは、人々が身近な他者とともに働いたり、学んだり、
暮らしていくために、

２．自分が抱く意見を、お互いに伝え合い（＝対話）、
３．他者との「意見の分かれ道」を探り合い、メリット・デメリット 

を考え、
４．自分たちで納得感のある決断を行い、ともに前に進むこと 

（＝決断）。
（中原淳（2022）『話し合いの作法』PHPビジネス新書）

４ おわりに−今後に向けて

27 単元に絞ると、その他の単元に触れることはでき

ないが、１つの単
元を１コマで終わ
らせなければなら
ないという切迫感
はなくなり、授業
展開に余裕を持つ
ことができる。例
え ば、 先 に 挙 げ
た『 シ ン フ ォ ニ
ア』の MORE で、
ロシ ア 船 が ラッ
コの 毛 皮 を 求 め
たという話から、
ラッコ 肉 の 話 に

なり、ほかの動物の肉についても話が及び、私が家族と
旅行したモンゴルで食した子羊の肉の話にまで展開した。
また、単元としては扱っていないが、清の繁栄で扱うモ
ンゴル人の文化、そして『シンフォニア』p. ２～３で 16
世紀ごろの世界を確認し、世界の一体化の始まりを理解
していくことにつながった。そこには「必然の寄り道」
があり、生徒の興味・関心をより一層高めていくことが
できると考えている。

コロナ禍で縮んだ世界をどうにか広げていこう、と思
う。コミュニティーに属することで人は周囲を俯瞰し、み
ずからを知る。食わず嫌いをせずに多くのコミュニティー
へと足を一歩踏み出してもらいたい。その主体性を学校
というコミュニティー、「歴史総合」という授業で醸成し
たい。また、【目的】や【目標】達成のために、どのよう
な課題を設定するかは、目の前の生徒に応じて、おのず
とその方法も変わる。「歴史総合」は始まったばかりであ
るから、こうしなければならないといった型を取り払っ
て、目の前の生徒たちにどのようなコンピテンシーを身
につけてほしいか、それを基に作成した【目的】や【目
標】を達成するための方策を考え続けなければならない。
教材をどのように料理するかは、われわれ教員に委ねら
れている。その際の調理方法は、教員自身の生き方やフィ
ロソフィーによるところが大きいのではないだろうか。

〈参考文献〉
・今村仁司（1994）『近代性の構造 「企て」から「試み」へ』講談社選書

メチエ
・中原淳（2022）『話し合いの作法』PHPビジネス新書

写真１  グループワークの様子
「日露戦争でなぜ日本は勝利したのか」について自分の意見を発
表し、お互いに共有する。その後グループの意見をまとめていく。
４人にすると、テーブルの進行がスムーズにいくケースが多い。

写真２  グループワーク後
のプレゼンの様子
できるだけ多くの生徒がプ
レゼンできるように、まん
べんなく指名をしていく。

  本授業で紹介した補足ワークシートは
帝国書院ウェブサイトをご覧ください。

資料２  問いに対する「ChatGPT」の解答

資料３  生徒の解答例

人間は、政治的および民族的なアイデンティティを持ちつつも、さまざまな差別を越
えることができる可能性があります。人々は、自分たちのアイデンティティや所属に
誇りを持ち、それが彼らの文化や歴史と結びついています。しかし、それは他の人々
を尊重し、包括的な社会を築くための障壁とはなるべきではありません。差別は、人々
の個人的な特徴や所属に基づいて、不当に優遇または軽視されることです。このよう
な差別は、人間の尊厳や平等を侵害し、社会の健全な発展を妨げる可能性があります。
しかし、人間は社会的進歩と共に成長する生き物であり、個人の意識や教育の努力に
よって差別を乗り越えることができます。
このプロセスには、教育や対話が重要な役割を果たします。教育は、人々が異なる文化
やバックグラウンドを理解し、共感する能力を向上させるための重要な手段です。対話は、
異なる意見や経験を交換し、相互理解を深める機会を提供します。政治的および民族的
なアイデンティティを持つ人々が、対話を通じて互いの視点を理解し合い、共通の目標を
見つけることで、差別を越えることができます。
また、法的な枠組みや人権の保護も重要です。法律は、差別的な行為や構造を防止し、
被害者を守るための基盤を提供します。人権の保護と平等な機会へのアクセスを確保
することは、多様な社会の実現に不可欠です。
したがって、人間は政治的および民族的なアイデンティティを維持しつつも、差別を
越えることができる可能性を持っています。教育、対話、法的な枠組み、人権の保護
などの手段を通じて、共生と包括性を促進することが重要です。

私は、政治的・民族的アイデンティティを維持しつつ、さまざまな差別を越えること
は不可能であると考える。なぜなら、それが可能であるならば、既に差別問題は無くなっ
ているであろうと思うし、人や国の数だけ、それぞれの考え方や、歴史があるからだ。
そこで私は差別を越えるのに必要だと思うのは世界規模での教育改革であると考える。
なぜならば現在、自分の価値観を持って生きている大人の考え方や差別感情を変える
ことは不可能に近いと思うが、まだ成長途中で価値観が決まりきっていない子どもな
ら、差別意識を無くせると考えたからだ。これを一国では無く、世界全体で行うこと
が出来たのならば、世界中で育つ子ども達から差別意識は無くなって少しずつ世界か
ら差別は無くなると考える。これを実現する為にはどの国にも属さない中立的で独立
した教育機関をつくり、子どもたちに教えていくことが必要だと考える。


